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部長として、さまざまなイベントに向けて日々

の練習を大切に、気持ちを切り替えて練習するこ

とを心掛けています。

これからは全体を見ながら、部員を引っ張って

いきたいです。

将来は、自分の個性を生かした仕事につき、今

まで続けてきた音楽を趣味として両立したいで

す。（吹奏楽部部長　荒沢さん）

副部長として、全体練習のときに、練習時間を

守り、部員がやりがいを感じられるよう日々、心掛けています。

将来は、警察官の知り合いから話を聞いて、興味を持ち、大変な仕事ですが、警察官になりたい

です。（吹奏楽部副部長　大津さん）

音楽リーダーとして、歌で音程感覚をつかむためのアドバイスを行いながら、全体の音程を正す

練習を大切にすることを心掛けています。

将来は、訓子府町図書館の雰囲気が好きで、司書の仕事に憧れているので、図書館司書になりた

いです。（吹奏楽部音楽リーダー　硯見さん）

写真左から硯見ひなたさん、写真左から硯見ひなたさん、

荒沢宗汰さん、大津華花さん荒沢宗汰さん、大津華花さん

卒業おめでとう！
3 月 15 日に行われた「訓中卒業式」の

写真です。

この写真をプレゼントしますので、ご

希望の方は４月 28 日㈮までに、役場総務

課窓口へお越しください。

受賞を励みに安定した酪農経営を

渡邉　繁敏さん（西　富　72 歳）

「令和 4 年度第 55 回宇都宮賞」を受賞した渡

邉さん。「これからも、賞に恥じない安定した

酪農経営を続けていきたいです」と今後の抱負

を話していました。

「宇都宮賞」は、「北海道酪農の父」と言われ

る宇都宮仙太郎氏の功績にちなんで、昭和 42

年に宇都宮仙太郎翁顕彰会が設立されました。

同顕彰会では、北海道酪農の振興発展に寄与

した功績者を「酪農経営、酪農指導、乳牛改良」

の３部門で毎年、宇都宮氏の命日に当たる３月

１日に表彰しています。

町内では横川　さん、龍田彌太郎さんがとも

に「乳牛改良」の部で受賞、渡邉さんで「宇都宮賞」は３人目となり、「酪農経営」の部では初の受

賞となります。

「祖父が酪農経営を始めて、自分で３代目です。幼少時から酪農の手伝いをしており、中学卒業と

同時に就農しました。31 歳のときに経営委譲を受け、平成 29 年の経営法人化を機に、フリーストー

ル牛舎の建設と搾乳ロボットを導入、作業の効率化に取り組んできました。そういう中で、牛乳の

単価が下がり、生産調整のために生乳を廃棄したときはつらかったですし、飼料価格高騰も大変で

した」

「長年、ホルスタイン共進会に参加していますが、出品した乳牛が最高位を含め、上位入賞したこ

とは大変光栄に思います。共進会の参加を通して、全道をはじめ、全国に仲間ができました。町内

には同級生をはじめとする酪農仲間もいますので、これからも横のつながりを大切にしていきたい

です」

「現在、酪農業を取り巻く環境は大変厳しいですが、受賞を励みに、今後も健康に注意して、安定

した経営努力を続けていきたいです」


